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解説

★★★★ （1） S1だけ閉じると、R1、R2の直列回路になる。電流は24V÷（30Ω＋30Ω）＝24÷60＝0.4A

★★★ （2）

★★★ （3） R1に流れる電流は15V÷30Ω＝0.5A、よってR3に流れる電流は0.5A－0.3A＝0.2A

★★★ （4） R3は9Vで0.2A流れるので、9÷0.2＝45Ω

★★★ （5） 回路全体の電圧は24V、電流は0.5Aより24V÷0.5A＝48Ω

★★★ （6） W=V×A＝15V×0.5A＝7.5W

★★★★ （7）

電源が24Vのとき、全体の抵抗は15Ω（12V÷0.8A）となる。抵抗Aは（4）より8V÷0.8＝10Ω、抵抗B
は5Ωとなる。24Vのとき電流は、24V÷15Ω＝1.6A、抵抗Bの両端にかかる電圧は、1.6A×5Ω＝8V、
抵抗Bで消費する電力は、W＝8V×1.6A＝12.8W、よって、12Vのときの消費電力の12.8W÷3.2W=4、
4倍となる。

両方閉じると、全ての抵抗に電流が流れる。このとき電圧計は15Vを示すことから、R2の電圧は
24－15＝9Vだとわかる。よって電流計は9V÷30Ω＝0.3A

R2の電力9V×0.3A=2.7W、40秒間の消費電力量J＝2.7W×40S＝108J、R3の電力9V×0.2A＝1.8W、
40秒間の消費電力量J＝1.8W×40S＝72J15V×0.5A＝7.5W

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

1.電流と回路

単元3 電流とその利用
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※抵抗の値が異なるとき

　直列回路の場合、抵抗ごとにVは異なり、Aは同じ値を示す。

　並列回路の場合、抵抗ごとにVは同じで、Aは異なる値を示す。
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目標時間

50分
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解説

★★★ （1） 電気ポットの電流の大きさは、500W÷100V＝5A、よって抵抗の大きさは、100÷5＝20Ω

★★★ （2） cal＝ｇ×℃＝2000ｇ×5℃＝10000cal

★★★ （3） J＝W×S＝500W×120S＝60000J

★★★★ （4）

★★★ （5）

★★★★★ （6）

解説

（1） 電流の流れる向きや強さが周期的に変化する電流を交流電流という。

（2）

80Vのときの流れる電流は5×0.8＝4A、このときの電力W＝80V×4A＝320W、これは500Wの64％に
あたる。よって、沸騰させるのにかかる時間は32÷0.64＝50分

熱量（水温上昇に使われる）＝4.2×水の質量×上昇した温度＝4.2×2000×5＝42000J、熱効率は
42000÷60000×100＝0.7×100＝70％

水は100℃で沸騰するので、4分で10℃上がる、0分のとき水温は20℃なので、のこり80℃上昇させる
必要がある。よって、80℃上昇させるためには、4分：10℃＝ｘ分：80℃、これを解いてｘ＝32分
※この問題はさまざまな解き方がある。

①～⑧の電流（A)の値を求める。そして30A以下になるのは、①2＋②1.5＋③0.6＋④10＋⑤5＋⑥9
＝28.1A、⑦は10Aになるので、⑦の電源を入れると遮断される。
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交流電流 ⑦
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